
ロボット農機の運用計画支援Webサービスと人材育成プログラムの開発

１．研究の目的・終了時の達成目標

目的：農地集約・合筆、新たな生産方式やロボット農機導入等によりスマート農業の促進を目指す。

①一人の普及指導員等が400ha当たりの農地について、約１ヶ月で現況と計画の農地を融合した仮

想フィールドの構築からロボット農機の導入効果の算出までを実施できるツール「Farm ACT」を開

発する。

②全国エリアに対応可能な地図データ管理機能を有し、ロボット農機の運用プランを関係機関と情

報共有できるWebサービスを構築する。

③全国の普及指導員等を対象として、「Farm ACT」を活用した、仮想フィールドの構築から、生産者

の経営方針に基づいた事業計画（行動計画、収支計画）の策定、地域コーディネーターと連携した

地域の合意形成を円滑に進められる人材育成プログラム（教材、講習会等）を構築する。

１） ロボット農機の運用計画支援ツール「Farm ACT（プロトタイプ版）」を開発

３次元仮想空間を利用した営農計画を検討するためのシミュレーションソフトの基本機能を開発

した。本ツールでは、農地の集約効果やロボット農機導入効果を算出できる。

実証地区のデジタルマップを作成してFarm ACT(プロトタイプ版)でシミュレーションを実施し、ロ

ボット農機の導入効果を可視化した。

２） 「Farm ACT（プロトタイプ版）」のWebシステムの構築

普及指導員等が容易に操作でき、地域のロボット農機の運用プランや導入効果を同一グループ

のメンバー間で共有できるWebシステムを構築した。

３） 人材育成プログラムの構築

ロボット農機を地域で円滑に運用するため、「Farm ACT」を活用できる人材育成に向けた研修プ

ログラム（教材、講習会）を開発した。
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【研究期間】
令和５年度～令和７年度（３年間）

２．研究の主要な成果（開発した技術）

３．成果の実用化に向けた今後の展開方向

• 地域の農地利用計画策定に係る関係者が協議の場で活用できるツールとして改良・整備し、合

意形成の促進及び地域営農体制の検討に役立つものにする。

• 生産者や農業支援サービス事業者が自ら運用計画の立案に活用できるツールとするため、面積

拡大や農機導入判断に必要な評価項目を拡充する。さらに地域のほ場条件や作業体系に合わ

せて運用モデルを改良し、日々の作業進捗に基づき予実管理に役立つ最適な運用計画を高精

度に提示できる実用的な仕組みへ発展させる。

• 活用事例や成果を蓄積し、広域での農業支援サービスや営農体制づくりに波及させることで、持

続的で超省力的な地域営農モデル作成のためのツールとして普及・横展開を進める。

• 「Farm ACT」の実用化により、地域全体の農地利用計画段階から各農家による営農段階まで一

貫して、スマート農業に活用されることが想定される。
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１） ロボット農機の運用計画支援ツール 「Farm ACT（プロトタイプ版）」 を開発

問い合わせ先 ：農研機構 農村工学研究部門 松島健一 （029-838-7595） Mail:sim@ml.affrc.go.jp 

研究の主要な成果（開発した技術）

「Farm ACT」を効果的に活用できる人材育成の
ための研修用教材の開発及び講演会の開催

２） 「Farm ACT（プロトタイプ版）」 の

Webシステムの構築

３） 人材育成プログラムの構築

同一グループのメンバー
に対して、プロジェクトの
共有が可能

メンバー毎に権限
を設定可能

ロボット農機の導入効果を算出

(4) 農機作業ログの出力

(2) シミュレーション条件の設定

  ・作物栽培セット（作物、作業暦、稼働時間など） … a

  ・作付圃場、ロボットエリア           … b

  ・農機の選択、作業への農機割付け    … c

(3) シミュレーション実行          … d

(1) 対象エリアのデジタルマップ読み込み
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c.作業への農機の割付け

b.作付圃場とロボットエリアを指定a.作物栽培セットの設定

d.シミュレーションのデモ


